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ウ
サ
ギ
や
コ
ア
ラ
の
顔
が
あ
っ
た
り
、

帽
子
を
か
ぶ
っ
た
子
ど
も
の
顔
に
似
て
い

た
り
⋮
ど
の
写
真
も
、
木
の
芽
の
冬
姿
を

拡
大
し
て
写
し
た
も
の
。
寒
い
冬
の
散
歩

が
楽
し
く
な
る
1
冊
。

︵
福
音
館
書
店
︶

蔵
書
点
検
休
館
の
お
知
ら
せ

　

佐
原
中
央
図
書
館
で
は
、
3
月
1

日
㈪
か
ら
8
日
㈪
ま
で
、
蔵
書
点
検

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

佐
原
中
央
図
書
館
☎
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謝の気持ちを込め清掃活動
津宮小学校クリーン作戦感

₁月23日韓国の遊びを体験
　親子でさまざまな体験学
習を行う「親子ふれあい教
室」で、韓国の風習や遊び
を楽しく学ぶ体験学習が、
小見川区事務所で行われま
した。韓国語でのあいさつ
やお正月の風習の話、日本
のすごろくと似た韓国の伝
統的な遊び「ユンノリ」を
体験し、海外の異なる文化
を楽しく学びました。

　津宮小学校では、学校全体で地域の清掃活動に取り組む学習を
行っています。
　₁月25日には、全校生徒による津宮地区の清掃活動が行われ、神
道山清掃担当となった₆年生20人と₄年生10人の児童は、神道山ボ
ランティアクラブの皆さんと、約1時間をかけてたくさんの落ち葉
や小枝を拾い集めました。
　児童たちは、日ごろから遊びや学習でお世話になっている神道山
へ感謝の気持ちを込めて清掃活動を行いました。

▲落ち葉拾いを行う津宮小児童たち

₁月₇日㈭　交通安全協会 交通安全祈願祭

  ₉日㈯　香取市消防団消防出初式

  13日㈬　佐原三師会新年会　

  18日㈪　香取海匝地域保健医療協議会

  21日㈭　佐原経済団体合同賀詞交歓会

　　　　　　農業委員会新年会

  22日㈮　香取市防災防犯関係団体緊急時連携会議

  24日㈰　新春講演会「伊能忠敬の見た日本の景観」

  26日㈫　千葉県市長会定例会

  27日㈬　母子福祉協力員協議会全体会

　　　　　　自主防災組織全体会議

  28日㈭　B&G全国サミット

  29日㈮　香取市東庄町病院組合議会全員協議会

　　　　　　香取市東庄町病院組合議会臨時会

₁月の主な行動

▲香取市成人式
（1月10日）

₁月26日初春を彩る太巻き寿司
　今年度最後となる「なで
しこ学級」で、節分やひな
祭りに彩りを添える太巻き
寿司作りが、小見川社会福
祉センターで行われました。
ユニークな表情がかわいい

「正
しょう

ちゃん」などを作り上
げ、断面から現れた愉快な
な表情に、実習室は終始笑
い声で包まれていました。
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香
取
遺
産

　

木
内
地
区
は
、
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

に
伝

わ
る
天
平
20
年
（
7
4
8
）
の

文
書
に
「
下
総
国
海
上
郡
城

内
（
木
内
）
郷
」
と
記
述
さ
れ
、

奈
良
時
代
か
ら
今
日
ま
で
残
さ

れ
て
い
る
地
名
で
す
。

　

地
区
の
中
心
部
に
、
豊と

よ

受う
け

姫
ひ
め
の

命み
こ
と

を
祭
神
と
す
る
木
内
神
社
が

鎮
座
し
、
例
祭
は
毎
年
3
月
3

日
に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
例
祭
に
五
穀
豊
穣
・
商

売
繁
盛
と
氏
子
の
安
泰
を
祈
願

し
て
奉
納
さ
れ
る
の
が
、
市
指

定
無
形
民
俗
文
化
財
の
木
内
神

楽
（
十
二
座
）
で
す
。

　

こ
の
神
楽
の
起
源
は
、
は
っ

き
り
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
香

取
神
宮
の
旧
大お

お

禰ね

宜ぎ

家
に
伝
わ

る
日
記
の
元
文
5
年
（
1 

7 

4 

0
）
2
月
晦
日
の
条
に
「
三
月

一
日
木
内
大
神
に
て
神
楽
御
座

候
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
以
降
で
は
、
文
政
12

年
（
1 

8 

2 

9
）
に
神
楽
面
を

修
理
し
た
記
録
も
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

江
戸
時
代
ま
で
は
社
家
に

よ
っ
て
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
明
治
時
代
に

な
っ
て
か
ら
は
氏
子
の
青
年
た

ち
が
、
身
を
清
め
た
上
で
行
う

よ
う
に
な
り
、
現
在
は
木
内
神

楽
保
存
会
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
神
社
で
お
祓
い
し

た
後
、
正
午
過
ぎ
か
ら
神
楽
殿

で
行
わ
れ
ま
す
。

　

猿さ
る

田た

彦ひ
こ
の

命み
こ
と

（
天
狗
の
舞
）
か

ら
始
ま
り
、
三さ

ん

宝ぽ
う

荒こ
う

神じ
ん

（
か
ま

ど
神
）・
天あ

め
の
う
ず鈿
女め

の

命み
こ
と

・
天あ

め

児の
こ

屋や

根ね

太ふ
と

王た
ま
の

命み
こ
と

・
天

あ
め
の

乙お
と

女め
の

命み
こ
と

・
手た

ぢ

刀か
ら

男お
の

命み
こ
と

（
岩
戸
開
）・
榊

さ
か
き

葉は

・

受う
け

持も
ち
の

命み
こ
と

・
八や

幡は
た

・
恵

え
び
す比
寿
（
鯛

釣
り
）・
稲い

な

荷り

大だ
い

明
み
ょ
う

神じ
ん

（
種
子

蒔
）・
素す

戔さ
の

鳴お
の

命み
こ
と

（
〆
切
り
）

の
順
に
12
演
目
を
演
じ
、
最
後

「木
きの

内
うち

神
か

楽
ぐら

」

の
演
目
が
終
わ
る
の
が
午
後
5

時
頃
に
な
り
ま
す
。

　
「
古こ

事じ

記き

」
や
「
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

」

の
神
話
を
題
材
に
、
舞
踏
化
し

た
岩
戸
神
楽
・
神
代
神
楽
の
系

譜
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
舞
の
構

成
は
、
仮
面
神
に
よ
る
一
人
舞

を
基
本
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
持

ち
物
を
使
い
、
お
囃
子
は
横
笛

と
太
鼓
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
農
村
の
信
仰
と

も
融
合
し
た
地
方
的
特
色
を
も

つ
十
二
座
神
楽
は
、
愛あ

た

宕ご

神
社

（
府
馬
・
2
月
下
旬
）、
稲い

な

葉ば

山や
ま

神
社
（
長
岡
・
2
月
下
旬
）、

八や

重え

垣が
き

神
社
（
新
里
・
3
月
20

日
）、
山や

ま

倉く
ら

大だ
い

神じ
ん

（
山
倉
・
4

月
上
旬
）、
境

さ
か
い

宮の
み
や

神
社
（
一
ノ

分
目
・
3
月
下
旬
、
4
月
3
日
）

で
も
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　

☎
（50）
1
2
2
4

▲毎年₃月₃日の例祭に神楽殿で奉納される木内神楽

地方色豊かな十二座神楽


